
                   

 

 

 

 

 

 

                                                                                     

□１２月１６日（日）の定例レッスンは、「１・１７檀美知生ソロ＆支援コンサート」の合同レッスン、

奥村さんの体操と檀先生のヴォイストレーニングに始まり、早川先生のピアノ、本並先生指揮で、「ほん

との勇者の物語」、「アモーレテラ」と「めぐる春に」、檀先生の指揮で「おらぁこごがいい」、｢気仙大工

左官伝承館のうた｣（1～3番全部；本番どおり）、「いつだってスタートライン」、「海に生きたあなたよ」、

「フィンランディア」、アンコール曲に移って再び本並先生指揮で「めぐる春に」、最後に檀先生指揮で

「私の好きなこの街」をレッスンしました。昴は３１名の参加、アンサンブルアモーレ６名と支援合唱

団６名、それに早川さんのピアノを含め全４５名の参加でした。 

 

□支援合唱団は東京からわざわざ参加の山地和子さんと「雪の女王」内町さんの娘さんの安純（あずみ）

ちゃん（小５）」も合同レッスンに初参加でした。 

 

□お正月を使って暗譜しましょう。 

 

□チケットは年内に一人４枚以上のめどを確定して下さい。（会場４００人を過不足なく埋めるため） 

 

 

 

 

 

 

 

 

昴 男声合唱団 

Subaru 

 

ニュース№３９３ ‘１２．１２．１８ 

“檀ソロ・支援コン”合同レッスン １２月１６日 

 祭典・制作協力金（２０１３日本のうたごえ祭典・おおさか） 
昴・現在 ２０５，０００円です。   全体 １０００万円突破しました。 

（目標 ６００，０００円）       (目標 １２００万円) 

 

岩崎さん、全快で復帰されました！ 
体重も６ｋｇ以上落として、男前に！！ 

快気祝いのチョコレートを配ってもらいまし

た。（こちらからお祝いしないといけないのに 

逆ですね。） 

橋本さん、精密検査の結果、大事なし！ 

ステージ４の宣告でもはやこれまでと覚悟を

決めて精密検査を受けたところ、なんと大事

なしの結果で“ほっ”と。それより目のほう

が心配とのことです。 
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みなさま 常日頃のご支援・ご協力に感謝しています！  

今年も年内余日を残すばかりと相成りましたが、皆さんにはつつがなくお暮しのことと拝察致してお

ります。お陰様で私は相変わらず元気に日を送っております故、他事ながらご休心ください。 

 私の近況の一つを申し上げますと、「しんぶん赤旗」報道ですでにご存知のことと思いますが、今月

の１３日に南京市で開催された「南京大虐殺７５周年記念式典」に、私が所属する日本紫金草合唱団の

メンバー２９人の一人として参加して参りました。 

今回の南京訪問は、河村名古屋市長の南京大虐殺否定発言や尖閣諸島をめぐる問題で日中両国間のさ

まざまな行事が中止に追い込まれる中、私たちは国民双方の日中交流の灯を消してはならない思いを込

めて企画されたものです。(南京訪問は今回で６回目) 

式典前日の１２日、南京市民約５０人と歌で交流して平和と友好を誓い合い、翌日の１３日は９００

０人参列で開催された「南京大虐殺７５周年記念式典」で、地元の合唱団と一緒になって鎮魂と不戦・

世界平和の思いを込めて合唱し、会場は平和への祈りに包まれました。私たちは日中間の複雑なこの時

期に、「こういう時だからこそ」という思いを強くして訪中に踏み切って本当に大変よかったと思って

います。 

新年の１月５日、名古屋市と南京市の友好都市提携３５周年(１９７８年提携)にあたって、両都市の市

民の一層の友好交流を願って新年の開幕として企画された「記念音楽会」に、全国紫金草合唱団の仲間

８０人が出演(名古屋初公演)します。新年早々から忙しくなりそうです。 

檀美知生 ６６ｔｈ. 第５回テノールソロリサイタルへのお誘い 

同封のチラシでご案内させていただきました、男声合唱団「昴」指揮者の一人で、大変お力添えを頂

いている―檀美知生先生のリサイタル第三部<コーラスミュージカル曲集>、第四部<東北へ支援のうたご

え>に、「昴」が他の合唱団と共演することになりました。 

老兵の私も出演します！ 

「昴」は、他の合唱団の人たちと去年と今年二回にわたって被災地「陸前高田」等で支援活動を実施

し、被災地に分け入っての活動は私たちが歌うことや生き方の原点を常に教えてくれるものが多々あり

ました。 

檀美知生先生は、このコンサートの思いを「この情勢にかんがみ、子供たちに未来ある世の中を切り

拓いていく役割が大人たちにあると考え、より強く復興支援にあふれたコンサートにしていこう」と決

意のほどを深くされています。ちなみに、檀美知生先生は「私の好きなこの街復興支援プロジェクト」

のリーダーでもあります。 

どうか、新春にふさわしいこのコンサートを一人でも多くの方々がご鑑賞されることをお勧めします。 

なお、座席の都合上、年内中にご参加の是非をお電話、もしくは FAX でさせてもらいますので、よろ

しくお願します。 

男声合唱団昴名誉団長  藤後博巳 

藤後名誉団長の「南京訪問報告」と「檀美知生ソロリサイタル」へのお誘い 
・・・・知り合い友人にこのようなお手紙で報告、勧誘をされていますので、皆様もご参考に・・・・ 
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私の好きなこの街支援合唱団 広島合唱交流の部講評 

・・・好評！！ 
猪原龍吉 

海に生きたあなたよ 

 珍しく男声が女声の３倍近い混声合唱。でも女声の声も立派です。 

気仙大工左官伝承館の歌 

 あなた方の力強い歌で街は再生します、きっと。 

全体評 

 力強い男声に支えられた素晴らしい合唱。ありがとうございました。 

 

武 義和 

海に生きたあなたよ 

 いい歌ですね。言葉が心に届きます。 

 よくトレーニングされた表現力豊かな演奏でした。 

気仙大工左官伝承館の歌 

 三陸の海のにおいがただよってくるようないい歌ですね。 

 ４度のハーモニーも効果的です。名演奏でした。 

 

西 恒人 

海に生きたあなたよ 

 構成力のある演奏。合唱のぶ厚さをもって迫ってくる。 

 男声に比べると女声の固さが気になる 

気仙大工左官伝承館の歌 

 気持の入った熱いうたごえ。前に前にと声が出てくる。 

 やや全体に歌い過ぎている感があり、もっと具体性があってもいいのは。 

 

藤井（レディービートルズ） 

 近頃の合唱団には珍しく男性の人数が多くうらやましいかぎりです。 

 しかし、女声も男声に負けずにしっかり声が出ていました。 

 子音の発音もしっかりできていました。 

 厚みのあるステキな合唱でした。  

 

南京大虐殺 75周年記念追悼式典にて 

日本紫金草合唱団（最前列）と江蘇放送合唱団の平和のうたの合同演奏（9000人の参列者を前に、式典のメイン

でした。両側に千羽鶴、中央に紫金草の花束を置いて演奏。詳しくはＨＰ「紫金草ニュース」をご覧ください。） 
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「似島」 (にのしま) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 似島の主峰は安芸小富士(標高 273.1m)と云う。広島港からは富士山に見える。島の東側には旧陸軍の第一検疫

所、第二検疫所、馬匹検疫所、弾薬庫、捕虜収容所などがあった。そのため、8.6 からは被爆者のための臨時野戦

病院として使われ、戦後は軍人、民間人の引揚港の役割を果たした。 

 

「宇品から一万人が護送され」・・・野戦病院似島にあり 

日本紫金草合唱団 

南京訪問諸景 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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ホテルで「紫金草物語」全曲

の演奏と交流会 
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9000人の参列者は生徒、学生が中心 


